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第７期 雲南市農業委員会第３７回総会議事録 

 

 

１．日  時   令和５年７月１３日（木） １３：３０～１５：０３ 

 

２．場  所   市役所５階・全員協議会室 

 

３．出席委員（１７名）  

 １番 三島 輝昭   ２番 板持  斉   ３番 三原 治雄   ４番 堀江 広孝 

５番 柳原 昌広   ６番 高橋美佐子   ７番 小山 益男   ８番 神田 邦昭 

９番 高橋 一裕  １０番 新田  清  １１番 川角  茂  １２番 林  明夫 

１３番 奥田  武   １４番 渡部 晴夫  １５番 小田川 清  １６番 吾郷 正司 

１７番 佐藤 博子  １８番 嘉本 輝雄  １９番 加藤 一郎 

 

４．欠席委員（０名） 

 

５．事務局又は説明者 

 統括監 落合 正成   局長 田部 公利   主査 多根 英志 統括主幹 小林 弘典 

主事 新田 悠葉 統括主幹 山本 泰司 

 

６．議事日程 

 日程第１  議事録署名委員の指名 

日程第２  諸報告    

日程第３  議案の上程 

・議第２５２号 農地法第２条の規定による非農地証明申請に対する承認について 

・議第２５３号 農地法第２条の規定による非農地通知に対する承認について 

・議第２５４号 農地法第３条の規定による許可申請について 

・議第２５５号 農地法第５条の規定による許可申請について 

・議第２５６号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について 

・議第２５７号 雲南市農業委員会の農地利用最適化推進委員候補者の選出について 

 

７．傍  聴  １名 
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８．議  事 

発信者 議   事   録   要   旨 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、時間が参りましたので、委員の皆様にはご起立ください。 

一同ご礼。ご着席ください。それでは、会長には総会の議長をお願いいたします。 

 

ただ今の出席委員は、１９名であります。定足数に達しておりますので、雲南市農業委

員会第３７回総会を開会いたします。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したと

おりであります。 

 

日程第１．議事録署名委員の指名を行ないます。議事録署名委員は、会議規則第１３条

の規定により、１番三島輝昭委員、２番板持斉委員を指名いたします。 

 

日程第２．諸報告を行ないます。事務局より説明を求めます。 

【諸届及び会務等について事務局より報告並びに説明】 

・会長専決処分の報告について 

・合意解約届（農地法第１８条第６項通知）の受理について 

・農地等返還通知（使用貸借解約）の受理について 

・農地法第４条第１項第９号（施行規則第２９条第１号）届出書（農業用施設用地転用

届）の受理について 

・田畑転換届の受理について 

・農地法第３条の３の規定による届出書の受理について 

・会議等の報告事項 

・会議等の予定  

以上で諸報告を終わります。それでは、諸報告について質問等がありましたら、挙手の

上で発言をお願いします。なお、発言をされる委員は、氏名を称せず議席番号のみを告げ

られてから発言をお願いいたします。質問はございませんか。 

（無しの声あり） 

無いようですので、以上で諸報告を終わります。 

 

日程第３．議案の上程を行ないます。 

それでは最初に、議第２５２号農地法第２条の規定による非農地証明申請に対する承認

についてを議題とします。事務局より説明を求めます。 

議案書６ページ、議第２５２号農地法第２条の規定による非農地証明申請に対する承認

についてを説明します。７ページをご覧ください。図面については最初のページから掲載

しています。 

 申請番号１番、○○町○○の１筆です。地目は議案書のとおりで面積は１，７３１㎡、

権利の種別は非農地証明で所有者は議案書のとおりです。非農地の事由は申請地が山林に

かこまれ日当たりが悪く、耕作が困難な場所にあるため相当以前より耕作しておらず雑木

類が繁茂し山林化してしまったとのことです。令和５年７月３日に現地調査を行っており

確認委員は議案書のとおりです。 

 申請番号２番、○○町○○の１筆です。地目は議案書のとおりで面積は３，１２８㎡、



3 

 

発信者 議   事   録   要   旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

権利の種別は非農地証明で所有者は議案書のとおりです。非農地の事由は申請地が山林に

かこまれ日当たりが悪く、耕作が困難な場所にあるため相当以前より耕作しておらず雑木

類が繁茂し山林化してしまったとのことです。令和５年７月３日に現地調査を行っており、

確認委員は議案書のとおりです。 

 申請番号３番、○○町○○の１筆です。地目は議案書のとおりで面積は１，４３２㎡、

権利の種別は非農地証明で所有者は議案書のとおりです。非農地の事由は申請地が山林に

かこまれ日当たりが悪く、耕作が困難な場所にあるため相当以前より耕作しておらず雑木

類が繁茂し山林化してしまったとのことです。令和５年７月３日に現地調査を行っており、

確認委員は議案書のとおりです。 

 非農地証明の対象となる農地についてですが、今回のこの土地は耕作不適などやむを得

ない事情によって長期間耕作放棄し、自然改廃した農地で復旧が困難な土地であるため非

農地証明を出して問題ないと考えます。以上、報告いたしますのでご審議についてよろし

くお願いします。 

ただ今、事務局より説明しましたが、担当区域の委員で補足説明があれば、説明をお願

いします。 

（補足説明なし） 

無いようですので、議第２５２号についての説明を終わります。次に、質疑はございま

せんか。 

（無しの声あり） 

無いようですので、質疑を終わります。次に討論を行います。討論はございませんか。 

（無しの声あり） 

討論を終わります。お諮りいたします。議第２５２号農地法第２条の規定による非農地

証明申請に対する承認については、申請のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（無しの声あり） 

異議なしと認めます。よって、議第２５２号農地法第２条の規定による非農地証明申請

に対する承認については、申請のとおり承認することに決定をいたしました。 

 

次に、議第２５３号農地法第２条の規定による非農地通知に対する承認についてを議題

とします。事務局より説明を求めます。 

議案書８ページ、議第２５３号農地法第２条の規定による非農地通知に対する承認につ

いてを説明します。９ページをご覧ください。図面については別添１１ページから掲載し

ています。 

番号１番から７番、○○町○○地区です。地目は田４筆、畑３筆の合計７筆、関係者は

４名で面積は田２，００７㎡、畑３，４０９㎡、合計面積は５，４１６㎡です。令和５年

７月３日に現地調査を行っており、確認委員は議案書のとおりです。 

 非農地判断の対象となる農地についてですが、今回の土地は耕作不適などのやむを得な

い事情によって長期間耕作放棄し、自然改廃した農地で復旧が困難な土地であるため、非

農地と判断して問題ないと考えます。以上、報告いたしますのでご審議についてよろしく

お願いします。 

ただ今、事務局より説明しましたが、担当区域の委員で補足説明があれば、説明をお願
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発信者 議   事   録   要   旨 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いします。 

（補足説明なし） 

無いようですので、議第２５３号についての説明を終わります。次に、質疑はございま

せんか。 

  （無しの声あり） 

無いようですので、質疑を終わります。次に討論を行います。討論はございませんか。 

（無しの声あり） 

討論を終わります。お諮りいたします。議第２５３号農地法第２条の規定による非農地

通知に対する承認については、承認することにご異議ございませんか。 

（無しの声あり） 

異議なしと認めます。よって、議第２５３号農地法第２条の規定による非農地通知に対

する承認については、承認することに決定をいたしました。 

 

次に、議第２５４号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題とします。事務

局より説明を求めます。 

議案書１０ページ、議第２５４号農地法第３条の規定による許可申請についてを説明し

ます。今月は５件の申請が出ております。議案書１１ページをご覧下さい。図面資料は  

１４ページからです。 

申請番号１番、○○町○○の７筆です。地目、筆ごとの面積は議案書のとおりで申請面

積は５，７６６㎡です。権利の種別は有償移転で譲渡人、譲受人は議案書のとおりです。

譲り渡しの申請事由は遠方に居住しており、耕作が困難である。譲り受けの申請事由は申

請地を譲り受け、農業経営を行うとのことです。譲受人は以前から申請地を借りて耕作を

しておられ、諸報告にもありましたとおり利用権設定を一度解約されて今回３条申請をさ

れています。また、申請地の真ん中に市の赤道がありますが、払い下げをして所有権を譲

受人に移転した後に地目を田に変更されます。土地代、確認委員は議案書のとおりです。 

申請番号２番、○○町○○の１筆です。地目、筆ごとの面積は議案書のとおりで申請面

積は１，０２７㎡です。権利の種別は有償移転で譲渡人、譲受人は議案書のとおりです。

譲り渡しの申請事由は高齢であり耕作が困難である。譲り受けの申請事由は申請地を譲り

受けて農業経営を行うとのことです。譲受人は以前から申請地を借りて耕作をしておられ、

諸報告にありましたとおり利用権設定を一度解約されて今回３条の許可を得て耕作を行う

とのことです。土地代、確認委員は議案書のとおりです。 

申請番号３番、○○町○○の１筆です。地目、筆ごとの面積は議案書のとおりで申請面

積は２７６㎡です。権利の種別は有償移転で譲渡人、譲受人は議案書のとおりです。譲り

渡しの申請事由は高齢になり、耕作が困難である。譲り受けの申請事由は申請地を譲り受

けて耕作を行うとのことです。譲受人は以前から申請地を耕作しており、今後も変わらず

耕作を行うとのことです。土地代、確認委員は議案書のとおりです。 

申請番号４番、○○町○○の１筆です。地目、筆ごとの面積は議案書のとおりで申請面

積は６１８㎡です。権利の種別は有償移転で譲渡人、譲受人は議案書のとおりです。譲り

渡しの申請事由は空き家と共に申請地を譲り渡す。譲り受けの申請事由は空き家と共に申

請地を譲り受けて耕作を行うとのことです。一緒に譲り渡す予定の居宅にはまだ譲渡人が
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議 長 

 

１３番 

議 長 

１３番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

住んでおり、申請地も譲渡人が耕作されています。秋頃に引っ越し、所有権移転を予定し

ているそうです。農業経験は無いそうですがＪＡや地元の方に指導を受けながら耕作をし

ていくとのことで、農機具は管理機をリースで用意されます。土地代、確認委員は議案書

のとおりです。 

申請番号５番、○○町○○の７筆です。地目、筆ごとの面積は議案書のとおりで申請面

積は３，６５１㎡です。権利の種別は有償移転で譲渡人、譲受人は議案書のとおりです。

譲り渡しの申請事由は空き家と共に申請地を譲り渡す。譲り受けの申請事由は空き家と共

に申請地を譲り受けて耕作を行うということです。現在、申請地は近所に住む譲渡人の知

人が耕作をされています。譲受人は農業経験がなく、農機具もまだ持っておられませんが、

初めは譲渡人の知人に教えてもらい簡単な作業から始め、徐々に技術や知識を身につけて

いきたいとのことです。最終的にはすべての申請地について知人から耕作を継承し、譲受

人と親族でやっていけるようにするとのことです。土地代、確認委員は議案書のとおりで

す。 

申請番号１番から３番について、周辺地域の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に

支障が生ずる恐れはなく、譲受人の経営農地は全て耕作されており機械の保有、農作業の

従事状況等からみて全ての農地について効率的に利用できるものと見込まれます。また、

申請番号４番についても、農業経験はありませんが農地の面積がさほど大きくなく、農機

具や施設は譲渡人からそのまま受け継ぐとのことですので、全ての農地について効率的に

利用できるものと見込まれます。申請番号５番については、面積は大きいですが現在耕作

しておられる方から指導を受けて、少しずつ継承するとのことでありこちらも効率的な利

用に問題はないと思われます。したがって、農地法第３条第２項各号には該当しないため、

許可要件のすべてを満たしていると考えます。以上について、ご審議よろしくお願いしま

す。 

ただ今、事務局より説明しましたが、担当区域の委員で補足説明があれば、説明をお願

いします。 

はい。 

はい。どうぞ。 

はい、１３番です。４番と５番について補足説明をさせていただきます。空き家付き農

地の取得の聞き取りということでございます。４番の案件ですが、７月１０日に電話によ

り聞き取りを行いました。農地の取得の理由は自給自足をしたいということであり、栽培

については地域の方に相談をしながら耕作をするとの事です。農機具の使い方は教わりな

がら慣れたいということですが、獣被害を心配されています。地域の共同作業へ参加し、

地域の方々と交流を図りたいそうです。続いて５番の案件です。遠方の人でしたので、７

月６日に電話で聞き取りを行っています。食の安全に興味があり農地を取得し、先ずは容

易な栽培ができる野菜から始めたいそうです。農機具は使い方が分からないので、教えて

いただきながら操作を覚えるとの事です。地域の共同作業に参加し、周辺の方と交流を持

ちたいそうです。以上でございますのでよろしくお願いいたします。 

他に補足説明はございませんか。 

（補足説明なし） 

無いようですので、議第２５４号についての説明を終わります。次に、質疑はございま
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せんか。 

（無しの声あり） 

質疑を終わります。次に討論を行います。討論はございませんか。 

（無しの声あり） 

討論を終わります。お諮りいたします。議第２５４号農地法第３条の規定による許可申

請については、申請のとおり許可することにご異議ございませんか。 

（無しの声あり） 

異議なしと認めます。よって、議第２５４号農地法第３条の規定による許可申請につい

ては、申請のとおり許可することに決定をいたしました。 

 

次に、議第２５５号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題とします。事務

局より説明を求めます。 

議案書１４ページ、議第２５５号農地法第５条の規定による許可申請についてを説明し

ます。今月は６件の申請が出ております。議案書１５ページをご覧ください。図面につい

ては２６ページからです。 

申請番号１番、○○町○○の１筆です。申請面積は１５８㎡、地目は議案書のとおりで

す。権利の種別は使用貸借で貸付人、借受人は議案書のとおりです。転用目的は一般個人

住宅で居宅１棟５０㎡と駐車場２台を整備されます。転用理由は貸付人と借受人は親族で、

借受人がアパート暮らしのため申請地を借り受けて住宅を新築したいとのことです。農用

地区域外で確認委員は議案書のとおりです。農地区分は農業公共投資の対象となっていな

い小集団の生産性の低い農地であることから第２種農地と判断いたしました。許可条項は、

農地法第５条第２項第２号に規定する申請に係る農地に代えて周辺の土地を供することに

より転用目的を達成することができない場合に該当し、代替性なしであると考えます。 

申請番号２番、○○町○○の２筆です。申請面積は３５６㎡、それぞれの地目は議案書

のとおりです。権利の種別は使用貸借で貸付人、借受人は議案書のとおりです。転用目的

は、一般個人住宅で居宅１棟６０㎡と駐車場３台を整備されます。転用理由は貸付人と借

受人は親族でありいずれも市外在住ですが、移住し申請地を借り受けて住宅を新築したい

とのことです。農用地区域外で確認委員は議案書のとおりです。農地区分は、都市計画区

域内の近隣商業地域に指定されており、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地

域に定められていることから、第３種農地と判断いたしました。第３種農地は原則転用可

能です。 

申請番号３番、○○町○○の４筆です。申請面積は合計１，１４９㎡、それぞれの地目

及び土地代は議案書のとおりです。権利の種別は所有権移転で譲渡人、譲受人は議案書の

とおりです。転用目的及び転用理由は共同住宅で、申請地を譲り受けて住宅２棟     

４１７．０１㎡及び駐車場２１台分を整備されます。確認委員は議案書のとおりです。農

地区分は、都市計画区域内の第 1 種住居地域に指定されており、都市計画法第９条第１項

に規定する用途地域に定められていることから、申請番号２番と同じ第３種農地でありま

す。 

申請番号４番、○○町○○の４筆です。申請面積は５，１１４㎡、それぞれの地目は議

案書のとおりです。権利の種別は地上権設定で貸付人、借受人は議案書のとおりです。転
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発信者 議   事   録   要   旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

１３番 

議 長 

１３番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

１６番 

議 長 

用目的及び転用理由は太陽光発電施設で太陽光パネル１，４４０枚を整備され、申請地の

周囲にはフェンスが設置される予定となっています。確認委員は議案書のとおりです。農

地区分及び許可条項は申請番号１番と同じです。 

申請番号５番、○○町○○の３筆です。申請面積は８，８８１㎡、それぞれの地目は議

案書のとおりです。権利の種別は地上権設定で貸付人、借受人は議案書のとおりです。転

用目的及び転用理由は太陽光発電施設で太陽光パネル１，４４０枚を設置されます。確認

委員は議案書のとおりです。農地区分及び許可条項は申請番号１番と同じです。 

申請番号６番、○○町○○の２筆です。申請面積は合計１，７７０㎡、それぞれの地目

は議案書のとおりです。権利の種別は所有権移転で譲渡人、譲受人は議案書のとおりです。

転用目的及び転用理由は牛舎及び堆肥舎で牛舎は３４５．６㎡、堆肥舎は１５０㎡を整備

され、その他は作業スペースとなります。また、始末書が提出されており、平成元年から

牛舎として利用してしまってきたとのことです。令和５年５月２５日に農振区域の用途変

更の手続きが完了しています。確認委員は議案書のとおりです。なお、農地区分は過去に

土地改良事業等の農業に対する公共投資の対象となった農地であることから、第１種農地

と判断いたしました。転用の許可条項は、施行令第４条第１項第２号イに規定する農業用

施設、農機具、農畜産物処理加工施設、農畜産物販売施設その他地域の農業の振興に資す

る施設に該当する場合の農業用施設と考えます。 

なお、申請番号４番及び５番は申請面積が３，０００㎡超えており、また、申請番号６

番は第１種農地であることから、それぞれ島根県農業会議設置の常設審議委員会諮問案件

となります。この３件については本日許可相当と決定いただいた場合、常設審議委員会で

の許可妥当の決定後に会長専決により許可となります。以上報告しますのでご審議よろし

くお願いします。 

ただ今、事務局より説明しましたが、担当区域の委員で補足説明があれば、説明をお願

いします。 

はい。 

はい。どうぞ。 

１３番です。４番と５番について聞き取り調査を行いましたので内容を報告します。こ

の２つの案件は転用予定者が同系会社であり、太陽光発電施設を同様な規模のもので併設

されます。現地は５月２３日に調査をしています。事業計画書が出された後は、７月１０

日に代理申請者である行政書士に確認をとっています。土地所有者が高齢となり耕作がで

きなくなり、担い手を探していたが見つからなかったため、耕作放棄地としたくないため

に農地の有効利用として太陽光発電事業を用いる事とされたようです。経済産業省の固定

価格買取り制度に基づき、２件の申請としたそうです。土地所有者が地元の隣接者へ事業

説明をされており、事業者に対しては地元自治会、地域自主組織等へ説明をするように求

めました。県外の事業者であり中国地方に場所を求めていたということ、休耕地であり周

辺農地への影響がないこと、採算が取れる敷地面積が確保できるということで申請地を選

定したということです。以上でございますのでよろしくお願いします。 

他に補足説明はございませんか。 

はい。 

はい。どうぞ。 
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１６番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

１７番 

議 長 

１７番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

１６番です。６番の案件について、始末書が出されており聞き取り調査を行いましたの

で報告します。本事業と一緒に周辺の牧場整備を実施し、牛舎の運営を目的とされていま

す。牛舎及び堆肥舎は平成元年に設置し土地所有者が使用していました。周辺環境へ影響

が無いよう管理を行うということです。申請地を選定した理由は、事業計画者において市

内既存施設と連携が取りやすく、周囲が河川に囲まれており適しているということです。

周辺道路及び水路の共同作業には努めていくとの事でした。始末書を読み上げます。農地

法第５条の規定による農地転用について、申請地へ農地転用許可申請の手続きをせずに牛

舎と堆肥舎を建築し、牧場として使用したことを誠に申し訳なく存じます。農地法の認識

が足りず無断転用となったものです。今後は法令を遵守し、このような不始末を起こさぬ

ように十分な注意をいたしますので、何卒、寛大なご処置を賜りますよう始末書をもって

お願い申し上げます。以上でございますので、審議の程をよろしくお願いいたします。 

他に補足説明はございませんか。 

はい。 

はい。どうぞ。 

１７番です。３番の案件について補足説明をいたします。図面資料の３３ページから  

３５ページをご覧ください。申請地は○○中学校の県道側にあたる○○といわれる地域で

す。周辺は個人住宅が建ち並んでいる箇所となっています。申請地の写真が３３ページに

載っていますが、畑として残っている農地ですが、現在はほとんど耕作されておりません。

申請地が１，０００㎡以上であることから聞き取りを行い、現地は推進委員と一緒に確認

しました。事業計画者は申請地を取得しアパート経営を始めるということです。施工者は

大手のアパート建築業者であり、この大手建築業者が○○地内で適した土地を探しておら

れたということで、ちょうど申請地が適地と判断されました。従って、事業計画者とは別

に建設は大手建築業者ということになります。アパートは、駐車場を含めて６世帯と８世

帯の居住用アパート２棟を建築する計画です。着工は９月２０日頃から建築を始めるとの

事で完了は来年の２，３月頃を予定されています。周辺が住宅地ですので、造成を始める

際には周囲へ説明を予定しているそうです。説明は以上ですので、ご審議をよろしくお願

いいたします。 

他に補足説明はございませんか。 

（無しの声あり） 

無いようですので、議第２５５号についての説明を終わります。次に、質疑はございま

せんか。 

（無しの声あり） 

質疑を終わります。次に討論を行います。討論はございませんか。 

（無しの声あり） 

討論を終わります。お諮りいたします。議第２５５号農地法第５条の規定による許可申

請については、はじめに、本案件のうち申請番号１番から３番の案件を申請のとおり許可

することにご異議ございませんか。 

（無しの声あり） 

異議なしと認めます。よって、議第２５５号農地法第５条の規定による許可申請につい

ては、申請番号１番から３番の案件を申請のとおり許可することに決定いたしました。次
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

７番 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

９番 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

議 長 

に、本案件のうち島根県農業会議常設審議委員会からの意見聴取が必要となる申請番号４

番から６番の案件は、申請のとおり許可相当であると確認することにご異議ございません

か。 

（無しの声あり） 

異議なしと認めます。よって、議第２５５号農地法第５条の規定による許可申請につい

て、申請番号４番から６番の案件は、申請のとおり許可相当であると確認することに決定

をいたしました。今後、島根県農業会議常設審議委員会で審議され、許可を適当と認めら

れた場合は会長専決により許可の決定をいたします。 

 

次に、議第２５６号農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認につい

てを議題とします。事務局より説明を求めます。 

議案書１７ページ、議第２５６号農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画

の承認についてをご説明いたします。議案書１８ページをご覧ください。今回の設定件数

は２件で内訳は○○町１件、○○町 1 件、借り受け戸数は２戸となっております。この全

ての計画は、旧農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の要件である全ての農用地を効率

的に耕作すること、農作業に常時従事すること、農用地利用集積計画の内容が基本構想に

適合するものであることの要件を満たしていると考えます。以上について、ご審議よろし

くお願いします。 

ただ今、事務局より説明しましたが、慣例により各町でご協議いただくこととします。あ

の時計で１４時２０分まで、暫時休憩としますので、ご協議をお願いします。 

・・・・・ （休憩） ・・・・・ 

会議を再開します。先ほど、休憩中にご協議いただいた結果を、各町より発表していた

だきます。初めに、○○町からお願いします。 

はい、７番です。１番の案件は新規であり、設定を受けられる方が Iターンの方です。

借受人の方の親族は５年ぐらい前から農業を始めるということで研修を受けておられ、今

も○○町地内で研修をされています。一緒に農業経営を行いたいと意欲的に○○の地で始

めようとされています。自宅からは少し距離がありますが、軽トラックを保有しており移

動手段は確保されています。また、申請地の自治会の方々と相談をされており、順次、農

業経営を拡大していこうと考えておられるようです。この地域の推進委員が確認をされて

いることもあり問題は無いと判断いたしましたのでご審議の程をよろしくお願いいたしま

す。以上です。 

はい、ありがとうございました。次に、○○町お願いします。 

はい、９番です。２番の案件につきましては、再設定であり、設定の権利を受けられる

方は○○町を中心に広く耕作をされている方ですので問題は無いと判断いたしました。よ

ろしくお願いいたします。 

ただ今、各町から発表のとおり、許可妥当ということですが、質疑はございませんか。 

（無しの声 あり) 

無いようですので、質疑を終わります。次に討論を行います。討論はございませんか。 

（無しの声 あり） 

討論を終わります。お諮りいたします。議第２５６号農業経営基盤強化促進法に基づく農
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議 長 

 

農業畜
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用地利用集積計画の承認については、申請のとおり全て妥当として市長へ報告することにご

異議ございませんか。 

（異議なし の声） 

異議なしと認めます。よって、議第２５６号農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利

用集積計画の承認については、申請のとおり全て妥当として市長へ報告することに決定を

いたしました。 

 

次に、議第２５７号農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想素案に対する意見

具申についてを議題とします。農林振興部農業畜産課より説明を求めます。 

それでは、議案書２０ページ、議第２５７号農業経営基盤の強化の促進に関する基本的

な構想素案に対する意見具申についてをご説明いたします。 

最初に、農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想（以下「基本構想」）の概要に

ついて説明します。基本構想は、農業経営基盤強化促進法（以下「基盤法」）第６条に基づ

き、県の農業経営基盤の強化の促進に関する基本方針（以下「基本方針」）の見直しに合わ

せ、市町村が農業経営基盤の強化の促進に関する目標、農業経営の規模、生産方式、経営

管理方法等の総合的な対策を定めるものです。具体的には、認定農業者及び認定新規就農

者の認定基準や確保及び育成の考え方や、農用地の集積等に関することなどを記載し、特

に認定農業者及び認定新規就農者を認定するためには必ず定める必要があります。また、

改正基盤法が令和５年４月１日に施行され、利用権設定等促進事業の変更や新たに地域計

画に関する記述等に修正する必要が生じました。なお、島根県は令和５年４月に基本方針

を改定しています。雲南市は前回平成２６年４月に基本構想を改定していますが、９年ぶ

りの改定となります。 

続きまして、今回の農業委員会への意見聴取につきまして説明をいたします。この基本

構想を定めようとするときは、農業経営基盤強化促進法施行規則第２条により、市町村の

長は、農業委員会の意見を聞かなければならないとされています。また、改正基盤法が令

和５年４月１日に施行され、都道府県は施行後３ヵ月以内に基本方針の見直し、市町村は

施行後６カ月以内、令和５年９月末までに基本構想の見直しが必要となりました。また、

島根県は年度当初、基本構想案の進達締切りを８月３１日としていましたが、６月１３日

時点で８月１５日に早められたため、８月開催予定の農業委員会総会での意見聴取では間

に合わなくなりました。以上の３点の理由により、今回の農業委員会総会にて意見聴取と

させていただきます。 

それでは、基本構想の内容について説明いたします。基本構想の内容につきましては、

基盤法第６条にも示されていますが、別に添付しています農業経営基盤強促進法の基本要

綱（以下「基本要綱」）別紙２の農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の内容に分か

りやすく説明されていますのでご覧ください。内容につきましては、第１から第５まで示

されています。次に、現在、雲南市で作成しています農業経営基盤の強化の促進に関する

基本的な構想素案について説明します。まずは目次からご覧ください。第１から第５第１

項までに先ほど基本要綱で示された構成のとおりとしています。第５第２項農地中間管理

機構が行う農地中間管理事業及び特例事業の実施に関する事項につきましては、第５第１

項に記載されていますその他第４条第３項第１号とある基盤法第４条第３項第１号のう
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ち、農地中間管理機構事業と農地中間管理機構の事業の特例について別に記載しています。

以下、第５条第３項及び第４項の内容につきましては、基盤法及び基本要綱で示されてい

るとおりです。第６その他では、農業経営基盤強化促進事業の実施に関して必要な事項に

ついては、その他の農林水産省令で定められている内容に沿って実施いたします。 

それでは、１ページ目をご覧ください。第１の農業経営基盤の強化の促進に関する目標

になります。内容につきましては、雲南市の現状と基本となる方針、具体的な施策の方向

について記載しています。これは今年３月に策定しました第２次雲南市農業ビジョンに準

じて行うことを記載しています。第２の農業経営の規模、生産方式、経営管理の方法、農

業従事の態様等に関する営農の類型ごとの効率的かつ安定的な農業経営の指標につきまし

ては、１の効率的かつ安定的な農業経営の基本水準として、年間農業所得を概ね３６０万

円、年間労働時間を概ね２，０００時間としております。その根拠につきましては、別表

の１８、１９ページをご覧ください。１の主たる従事者１人あたりの年間所得目標根拠で

すが、県市賃金比率を算出し、島根県が基本方針で示している年間所得４００万円の根拠

と比較するかたちで雲南市において就農する際の年間農業所得を導き出しています。また、

２の主たる従事者１人当たりの年間労働時間目標根拠については、県基本方針で示された

２，０００時間の根拠を準用しています。結果、年間農業所得は現行概ね３５０万円から

１０万円の増の３６０万円、年間労働時間は現行年間２，０００時間から変更なしとなっ

ています。 

基本構想素案の２ページをご覧ください。２の効率的かつ安定的な農業経営の基本的指

標につきましては、別表としています。別表の目次をご覧ください。１の効率的かつ安定

的な農業経営の基本的指標につきましては、１ページに記載しています。内容につきまし

ては、基本構想素案の第２の１のとおりですが、１の個別経営体、２の組織経営体の概念

につきまして、県の基本方針と同じ内容で示しています。２の新たに農業経営を営もうと

する青年等が目標とすべき農業経営の基本的指標につきましては、認定新規就農者の目指

すべき指標につきまして示しており、１に掲げる年間所得の概ね７割とし、島根県は４０

０万円に対して概ね２８０万円、雲南市は３６０万円に対して概ね２５０万円となります。

雲南市では現行２５０万円のため、新たな基本構想でも変更はありません。 

続いて、目次をご覧ください。３の営農類型について説明いたします。まず、県の基本

方針で示されている営農類型は基本要綱において、必要な専門的知識を持つ普及指導員、

都道府県農業試験場職員、農業法人経営者、融資機関関係者、公認会計士や税理士、学識

経験者等により構成される検討会において検討を行い、地域の特性に即したものとなるよ

う関係機関で十分な議論を重ねることが望ましいとされており、県はこの度の基本方針の

中で、各地区共通として、１３の営農類型を示しています。また、市町村の営農類型につ

いては、基本方針において示されていない営農類型について、地域の特性からみて必要が

あれば示すものとされています。従いまして、県基本方針で示された営農類型を基本に１

の個別経営体１から８については、県の営農類型を準用し、年間農業所得が概ね３６０万

円前後となるよう県農業部と相談して示しています。また、９果樹のぶどうにつきまして

は、市内ぶどう農家の経営計画等を参考に示しております。また、組織経営体については、

１０と１１までは県基本方針で示された営農類型をベースとしています。１２につきまし

ては、市内の水耕栽培の組織経営体の経営計画等を参考に示しております。それぞれの中
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身につきましては、２ページ以降に掲載しておりますが、時間の都合上、説明は割愛させ

ていただきます。なお、営農類型は県、市の今後の推奨品目や地域で取り組まれている農

業をいくつかピックアップして例示しているものですので、ここに記載されていない農業

につきましても５年後に所得要件、労働時間要件をクリアーする経営計画を作成すること

で当然、認定農業者になることができます。ここに掲載されている、されていないは認定

には関係ありません。あくまでも例示であるということをご理解ください。 

４の効率的かつ安定的な農業経営の基本水準につきましては、先ほど説明申し上げたと

おりです。 

 続いて、基本構想本文２ページになります。第２の２農業経営の規模、生産方式、経営

管理の方法、農業従事の態様等に関する営農の類型ごとの新たに営農経営を営もうとする

青年等が目標とすべき農業経営の指標につきましては、先ほど別表の２で説明しました基

本的指標の内容と目標設定についてを記載しています。第３の第２及び第２の２に掲げる

事項のほか、農業を担う者の確保及び育成に関する事項につきましては、１の農業を担う

者の確保及び育成の考え方、２の市が主体的に担う取組、３の関係機関との連携、役割分

担の考え方、４の就農等希望者のマッチング及び農業を担う者の確保、育成のための情報

収集、相互提供についてを記載しています。 

 続いて、４ページをご覧ください。第４の効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対す

る農用地の利用の集積に関する目標その他農用地の利用関係の改善に関する事項について

ですが、１の効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用の集積に関する

目標、１の効率的かつ安定的な農業経営体等が地域における農用地の利用に関する目標に

つきましては、県の基本方針の集積目標を準用しています。具体的には国が平成２５年度

に各都道府県に割り当てた集積面積をもとに島根県が算定した数値です。２の効率的かつ

安定的な農業経営体等が利用する農用地の面的集積についての目標につきましては、市町

村が策定する地域計画の実現に向け、育成すべき効率的かつ安定的な農業経営を営む者に

対して農用地が面的に集積されるよう、関係機関が一体となって農用地の利用調整に取り

組むことを記載しています。２のその他農用地の効率的かつ総合的な利用に関する事項に

つきましては、地域の状況も踏まえながら将来の望ましい農地利用の在り方、また、これ

を実現するための具体的な取り組み内容、関係機関及び関係団体との連携等について記述

しています。 

続いて、第５の農業経営基盤強化促進事業に関する事項です。１の第１８条第１項の協

議の場の設置方法、第１９条第１項に規定する地域計画の区域の基準その他第４条第３項

第１号に掲げる事業に関する事項につきましては、地域計画の策定の進め方や地域計画に

基づく農用地の利用権の設定等の進め方等について記述しています。２の農地中間管理機

構が行う農地中間管理事業及び特例事業の実施に関する事項につきましては、基盤法第４

条第３項第１号のうち、地域計画の達成に資することを前提に農地中間管理事業等の促進

について記述しています。３の農用地利用改善事業の単位として適当であると認められる

区域の基準その他農用地利用改善事業の実施の基準に関する事項につきましては、１の農

用地利用改善事業の実施の促進、２の区域の基準、３の農用地利用改善事業の内容、４の

農用地利用規程の内容、５の農用地利用規程の認定、６の特定農業法人又は特定農業団体

を定める農用地利用規程の認定、７の農用地利用規定の変更、８の農用地利用改善団体の
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担当者 

１３番 

担当者 

 

１２番 

担当者 

１２番 

担当者 

勧奨等、９の農用地利用改善事業の指導、援助について記述しています。４の農業協同組

合が行う農作業の委託のあっせんの促進その他の委託を受けて行う農作業の実施の促進に

関する事項等につきましては、農作業の受委託の促進、農業委員会、農地中間管理機構、

農協による農作業の委託のあっ旋等について記述しています。 

続いて９ページになります。第６のその他では、農業経営基盤強化促進事業の実施に関

して必要な事項については、その他の農林水産省令で定められている内容に沿って実施す

る旨の記述となります。 

以上が基本構想素案の概要です。なお、基盤法の改正により、全国の市町村で基本構想

の見直しが行われていますが、島根県においては、雲南市の基本構想のたたき台を県内で

一番早く提出したことから、その後の県との修正作業を経て、現在、雲南市の基本構想素

案が標準的な構想として県内市町村に配布されていることを補足させていただきます。以

上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

ただ今、農業畜産課より説明がありましたが、質疑はございませんか。 

集積率６７％と言われても大変ですね。また、農業所得の目標が３６０万円というのも。

これは県からの指導があって作成されるものですか。 

国の方から９月末までに基本構想を定めるように言われており、５年後の目標ですが島

根県の基準が４００万円、これに対して雲南市内の様々な企業の生涯賃金と比較し３６０

万円を算出したものです。 

どう言っていいかも難しいですね。 

経営基盤の強化と言う事ではこういうものかなと思います。構想の中で策定されたもの

だけではなく、実際に収入を向上させるための方策が重要であり、そのことが無いとこの

構想だけをうたわれても、農業経営者を育成していく上では大変であると感じております。 

農業経営計画を立てる時、または新規の就農者が相談を開始するときには、市、県、Ｊ

Ａを含めて５年後の経営計画について相談をし、計画を立てていくことにしていますので

ご理解ください。 

５年後でしたね。 

はい、５年後です。 

すみません。法人等が改善計画の認定を受けますが、そのベースが今回示された構想と

なるということでよろしいですか。確認ですが、法人等の再認定の場合、この基準をクリ

アーしていく計画、つまりは収支をここまで引き上げたものを作成するということですか。

また、計画作成にあたっては基準に達するような計画へもっていく指導をされるのか。そ

して、このような計画でないと再認定されないということでしょうか。 

はい、そうです。 

と言う事は、私は法人等がなかなかついていけないと思いますが。 

概ねとしております。３６０万円としていますので、その８割の所得を計画としていた

だきたいと思います。 

あくまでも計画ですよね。 

計画です。 

計画だから実際には達成ができない場合でもしようがない。 

達成はされなくても、そこから５年後の計画として立てていただきたいと思います。 



14 

 

発信者 議   事   録   要   旨 

議 長 

担当者 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 
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様々な制度資金とか、全てのものが関係することになりますよね。 

はい、そうです。 

期待を込めた計画であるとして、農業経営者も努力をしなければならない。現実的には

難しいと思いつつも、目標に向かって頑張っていく姿勢は必要であり、そうした意味で市

長へ了承して報告するということでよろしいでしょうか。 

（無しの声あり） 

お諮りいたします。議第２５７号農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想素案

に対する意見具申については、提案のとおり了承として市長へ報告することにご異議ござ

いませんか。 

（無しの声あり） 

異議なしと認めます。よって、議第２５７号農業経営基盤の強化の促進に関する基本的

な構想素案に対する意見具申については、提案のとおり了承として市長へ報告することに

決定をいたしました。ありがとうございました。 

 

 

以上で、本日の議事日程は全て終了しました。閉会といたします。 

 

ご起立ください。一同ご礼。ご着席ください。     

   （１５：０３終了） 

 

 

 

 

 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

      令和   年   月   日 

 

                 議  長                   

 

                 署名委員                   

                   

                 署名委員                   


